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会議録 

会議の名称 西東京市公民館運営審議会平成23年度第5回定例会 
開催日時 平成23年8月24日（水曜日）  18時30分から20時10分まで 
開催場所 田無公民館 第二学習室 
出席者 委員：幸内悦夫、中曽根聡、渡辺文子、千葉佳子、畠山昭裕、須磨田純子、馬場真由

美、大島眞之、福島憲子、萩原建次郎、新藤浩伸 
職員：相原館長、大平主幹、川口館長補佐、小笠原分館長、長谷部分館長、平井分館

長 
欠席者 委員：西嶋剛昭、西原みどり、加藤真理  職員：寺嶋分館長 
議題 1 第4回定例会の記録について 

2 報告事項 
 1.行政報告 
 2.公民館だより編集室報告 
3 事業計画書・報告書について 
4 協議事項 
「公民館における防災対策に関する提言」について 
5 事務連絡及び情報交換 

会議資料の

名称 
（1）第4回定例会会議録 
（2）公民館だより編集会議報告 
（3）公民館における防災対策に関する提言 
（4）第52回 関東甲信越静公民館研究大会パンフレット 
（5）第49回 東京都公民館研究大会開催要項（案） 
（6）事業計画書 
1.幼い子どもを持つ母親のための講座「未来を豊かに描く・ママフィールド」（谷

戸） 
2.「平和を考える」講座アフガニスタンの現状や震災後の日本から（芝久保） 
3.若者空間プロデュース 演劇でコミュニケーション！（柳沢） 
4.カラダと環境にやさしい暮らしの講座（ひばりが丘） 
5.ボタニカルアート講座（植物細密画）（田無） 
6.体験学習講座「アロマヨガ・ステンドグラス・手作りパン」（芝久保） 
7.谷っ戸子やってみ隊「ハロウィン人形を作って遊ぼう」（谷戸） 
8.身近な材料から実験をしよう モーターの仕組みと回転の仕組みを解き明かす。

（保谷駅前） 
9.ビジネス講座 就活にも役立つ「輝く女性になるためのマナー＆トーク講座」（谷

戸） 
10.身近な史跡を知る講座 古城跡をめぐる（柳沢） 
11.身近な薬膳のお話と簡単な献立作り 食べ物の働きを活かした薬膳（保谷駅前） 
（7）事業報告書 
1.乳幼児を育てている人対象講座「自信を持って、私らしい子育てを」（田無） 
2.乳児を持つ母親のための講座 「明日を奏でる・ママエッセンス」（谷戸） 
3.自己表現講座 色であそぶ・色であらわす・きもちよく（ひばりが丘） 
4.子ども音楽講座 親子で楽しくリトミック！（ひばりが丘） 
5.今の若者から読み解く現代社会（保谷駅前） 
6.身近な省エネ 鍋帽子作り（谷戸） 
7.これからのエネルギー政策を考える（ひばりが丘） 
8.保谷駅前公民館合唱サークル発表会 第3回ジョイントコンサート（保谷駅前） 
9.青少年文化講座 ピアノとお話しで楽しむ「マジカル・サマー・モーツァルト」
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（谷戸） 
記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 
傍聴者 □有り（ 人） ■無し  

会議内容 
（1）第3回定例会の記録について 
 記録担当職員より、訂正を3点申し出。2ページ中節電率「西東京市対象施設全体では35パーセント

の減少」。3ページ中地域の防災2011「タイトルの2011」。同ページ協議事項中「ひばりが丘公民館

…7月に震度7の」に訂正する。 
（2）報告事項 
1.行政報告 3件 
○館長： 
1.公民館の夏期節電計画の7月分実績を報告する。柳沢31パーセント、田無21パーセント、谷戸32

パーセント、芝久保27パーセント、ひばりが丘30パーセントの節電率で目標値を達成している。 
2.昨日の教育委員会にて「西東京市教育委員会の権限に属する事務の管理および執行の状況の点検

および評価」平成22年度分の報告があり、承認された。公民館については保谷駅前公民館の整備、公

民館の運営体制の見直し、東日本大震災当日の対応、について報告している。評価としては「良

好」。 
3.公共施設の適正配置等に関する基本計画について、ホームページに素案が掲載され、昨日、市民

説明会が行われた。今後パブリックコメントを実施する。 
 
○委員： 
3について、説明会に出席できず、まだ素案も見ていない。どのような見直しなのか、ご存知の委

員に聞きたい。 
 
○委員： 
役割の異なる施設を一律にとらえていると感じた。 
 
○委員： 
近隣他市に合わせようとしていると感じた。効率のみで語られている。 
 
○委員： 
動きがあれば情報を流してほしい。 
 
○委員： 
公運審としても早急に別途、会をもって検討が必要である。 
 
2.公民館だより編集室報告 
 詳しくは添付の報告書のとおり。 
 ・期せずして答申の概要が掲載されたが、反応は？ 
  ・特にない。 
 ・公運審がやっていることを発信できたのには意味がある。 
 

（3）事業計画・事業報告書について（『・』は委員質疑・意見、『→』は職員回答） 
 事業計画 
・若者空間プロデュース 演劇でコミュニケーション！ 
・タイトルがあいまいである。 
→館の職員で練り、まずは提示した。持ち帰って再考する。 
 ・前回参加してほしい旨、PR時にうたってほしい。 
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・谷っ戸子やってみ隊「ハロウィン人形を作って遊ぼう」 
・3年生までを保護者同伴とした方がよいのではないか。また作業補助は何人お願いするのか。 
・オリジナルの人形はハードルが高いとも思われる。 
→指導するグループが子どもの対応には習熟している。作業補助は申し込み状況を勘案してお願い

する。 
・カネスチックはにおいが強いので、換気には配慮してほしい。また、手拭き用のぬれ雑巾を用意

してほしい。 
→配慮する。 

・身近な材料から実験をしよう～モーターの仕組みと回転の仕組みを解き明かす。 
・目的に「高める」とあるが、高めてどうするのか。内容も具体的に何をするのか。 
 →理科的な力を高める必要性を感じている。大きくは、電気に関心を向けることも狙いである。 
・電力事情にからめて、という狙いがあるのならば記述するべきである。 
・教科書との連動を考える、あるいは重複しないようにする、など吟味すべきである。 

・ボタニカルアート講座 
・サークル化をうたっているが、講師には引き続き指導してもらえるのか。 

・ビジネス講座 就活にも役立つ「輝く女性になるためのマナー＆トーク講座」 
・鏡のある部屋で行う、あるいはビデオ撮影して自らチェックできるようにするとよい。 
→検討する。 

・身近な史跡を知る講座 古城跡をめぐる 
・事前、事後の学習の場はないのか。  
→検討する。 

・幼い子どもを持つ母親のための講座「未来を豊かに描く・ママフィールド」 
サークル化をうたっているが、これは公民館の得意分野であり力を入れてほしい。 

 
事業報告 

・乳幼児を育てている人対象講座「自信を持って、私らしい子育てを」 
・担当者の評価の記述は残念である。「貢献できた」にとどまらず、どう進展したかを述べてほし

かった。 
・保谷駅前公民館合唱サークル発表会 第3回ジョイントコンサート 
 ・出演団体の座席配置などに工夫が必要である。 
 ・本番までにはいろいろな経過があったが、夏の風物詩として定着するとよい。 
・乳児を持つ母親のための講座「明日を奏でる・ママエッセンス」 
 ・参加者の感想の記述に感激した。保育の素晴らしさが伝わった。 
 ・今のお母さんの生の声を拾っており、グループ化もできたということで、素晴らしい報告であ

る。 
・ 今の若者から読み解く現代社会 
・課題を見つけ、異世代で話し合う場を作るのは公民館の大きな役割である。テーマをもっと絞り

込むとよかったかもしれない。しかし参加者の感想が前向きで結果はよかった。 
・ 身近な省エネ 鍋帽子作り 
 ・参加者から指導グループへの入会があったことが記述されていることに違和感がある。 
 →会の拡大を企図した事業ではないが、報告書の表現には注意したい。 
・ こども音楽講座 親子で愉しくリトミック！ 
 ・参加者の感想から、講座の充実が目に見えた。 
・これからのエネルギー政策を考える 
 ・参加して、内容は充実していたが、人数が少なかったのが残念であった。 
 ・担当してみてどうだったか、職員の声を聞きたい。 
→職員がファシリテーション能力をつけること、講師に社会教育への理解を求めること、の2点の

重要性を感じた。 
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（4）協議事項 
「公民館における防災対策に関する提言」について 
8月2日、9日に集まりをもって文案を話し合った。公運審からの提言を、会長から館長に提出。館

長は、提言をよく吟味し、力を尽くす。 
 
（5）事務連絡及び情報交換 
第52回 関東甲信越静公民館研究大会への参加について（別紙） 
 11月18日（金曜日）開催 
大島委員、千葉委員が参加する。5人まで参加できるので、希望者は9月10日ごろまでに事務局に申

し込まれたい。 
 第49回 東京都公民館研究大会について（別紙） 
 12月11日（日曜日）に開催される。（全員参加でお願いいたします。） 
 東京都公民館連絡協議会 第2回 研修会 
 11月27日（日曜日）に開催されます。（ご参加お願いいたします。） 
 
（6）次回の日程等について 
 日程は以下のとおり 
 9月28日（水曜日） 18時30分  於:田無公民館 第二学習室 
答申を受けて、事業計画書・報告書の新フォーマットを作成したので、関わった職員から説明す

る。 
 
 
 


